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令
和
5
年
8
月
3
日
に
開
会
さ
れ
ま

し
た
。

　
2
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

■�

令
和
5
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
5
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
3
0
万
3

千
円
を
追
加
し
、
総
額
58
億
1

�

3

�
8
�7�

万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
参
議
院
議
員

補
欠
選
挙
実
施
に
伴
う
予
算
な
ど
に
か

か
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

■�

令
和
5
年
度
大
埜
地
瀧
津
線
道
路
改

良
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
大
埜
地
橋
左
岸
側
の
町
道
中
津
本
名

線
を
改
良
工
事
の
起
点
と
し
、
町
道
中

津
本
名
線
と
町
道
大
埜
地
瀧
津
線
の
既

設
道
路
を
拡
幅
す
る
工
事
の
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を
得
ま
し

た
。

　
令
和
5
年
9
月
6
日
か
ら
9
月
15
日

ま
で
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
一
般
会
計
予
算
の
ほ
か

12
議
案
を
審
議
、
報
告
2
件
を
含
め
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
認
定
、
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

■�
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
4
億
9

�
2
�6�

4
万
8
千
円
を
追
加
し
、
総
額
63
億

6
5
2
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

令
和
5
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
1
2
万
6
千

円
を
減
額
し
、
総
額
7
億
7
7
9
0
万

2
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

令
和
5
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
0
3
9
万
1

千
円
を
追
加
し
、
総
額
4
億
4

�

4

�
6
�8�

万
7
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

令
和
5
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い

て
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
99
万
6
千
円
を

追
加
し
、
総
額
10
億
5
8
5
1
万
4
千

円
と
し
ま
し
た
。

■�

令
和
5
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
万
9
千
円
を

追
加
し
、
総
額
1
億
2
7
6
3
万
9
千

円
と
し
ま
し
た
。

決
算
認
定

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

■�
令
和
4
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

　
決
算
額
に
つ
い
て
は
、
12
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
い
ま
す
。ご
参
照
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

■�

神
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　
敷
田
芳
郎
氏
（
下
分
）
の
任
命
に
つ

い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

■�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て

　
高
橋
三
枝
子
氏
（
鬼
籠
野
）
の
推
薦

に
つ
い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

　
楠
達
也
氏
（
阿
野
）
の
推
薦
に
つ
い

て
同
意
を
得
ま
し
た
。

報
告

■�

健
全
化
判
断
比
率
報
告
に
つ
い
て

　
財
政
健
全
化
の
判
断
基
準
と
な
る
実

質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
・

実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
に

つ
い
て
、
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て

お
り
良
好
で
あ
り
ま
し
た
。

■�

資
金
不
足
比
率
報
告
に
つ
い
て

　
神
山
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
経

営
健
全
化
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
、

資
金
不
足
は
算
出
さ
れ
ず
良
好
で
あ
り

ま
し
た
。

神
山
町
議
会

第
3
回
臨
時
会

�

2
議
案
を
可
決

神
山
町
議
会

9
月
定
例
会

�

13
議
案
を
可
決・認
定・同
意
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徳島税務署からのお知らせ

　令和 5年10月 1日から、消費税の仕入税額控除の方式として適格請求書等保存方式（インボイス
制度）が始まっています。
　インボイス制度への対応が決まっていない事業者の方に、インボイス制度について理解を深めて
いただき、インボイス制度への対応をご検討いただくため、インボイス制度等説明会を開催します
ので、是非ご参加ください。

インボイス制度説明会（登録要否相談会）
インボイス制度の概要を説明するほか、希望される方を対象に、登録の考え方や必要な情報等を
個別に案内いたします。

開催場所 定員 お問い合わせ先

徳島税務署　3階大会議室
（徳島市幸町 3丁目54番地）

各回とも
40名

徳島税務署　総務課
℡ 088－622－4131（代表）

開催日時

令和 5年11月28日（火）
①10：00～11：00　②14：00～15：00

令和 5年12月19日（火）
①10：00～11：00　②14：00～15：00

※�　説明会開催日程等の最新情報は、高松国税局ホームページ内「税に関する情報」の「消費税の
インボイス制度説明会に関するお知らせ」をご参照ください。

徳島税務署　【共催】徳島税務署管内青色申告会連合会
　　　　　　　　　 （公社）徳島法人会、徳島間税会

事業者
の皆様

へ 要事前
予 約

消費税インボイス制度等説明会について消費税インボイス制度等説明会について

○�会場収容人数の都合上、事前予約制としますので、事前に問い合わせ先まで申込みをお願いし
ます。

○�新型コロナウイルス感染症等拡大状況によっては、中止又は延期する場合がございますので、
あらかじめご了承ください。

○代表電話にお問い合わせいただく際は、自動音声案内にしたがって、「２」を選択してください。

○�説明会場の駐車場には限りがございます。ご来場の際には、乗り合わせや公共交通機関等をご
利用ください。

●インボイス制度等説明会にご参加いただく方へ
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）の規定により、次のとおり公表します。
〈比率の説明〉
◯実質赤字比率�� �一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◯連結実質赤字比率�� �全ての会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
◯実質公債費比率�� ��一般会計などにおける地方債の償還や公営企業が借り入れた地方債の償還

に対する一般会計からの繰出金などの標準財政規模に対する比率
◯将来負担比率�� ��第三セクターなども含め、一般会計等が将来負担すべき実質的な債務の標

準財政規模に対する比率

（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

神山町の比率 －－－ －－－ 2.5 －－－

早期健全化基準 15.0 20.0 25.0 350.0
注：実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合「－」の記載となる。
注：4つの比率のうち1つでも「早期健全化基準」（黄信号）に達すると財政健全化計画を策定しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　（令和 5年神山町公表第55号）� （単位：千円）

特別会計の名称 資金不足比率 事業の規模

神山町簡易水道事業特別会計 －－－ 99,485千円
注：資金不足額（赤字額）がない場合「－」の記載となる。
注：健全化法施行令17条第 3号の規定により事業の規模を算定

令和
4年度

決算に基づく健全化判断比率
および資金不足比率について

健全化判断比率
（4つの比率）

（令和5年神山町公表第54号）

資金不足比率

町
財
政
状
況

令
和
4
年
度
決
算
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
神
山
町
公
表
第
57
号
）

特別会計決算 ( 単位：千円 )　
区　　　分 歳　　　　入 歳　　　　出 差　　　　引

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 728,249 726,094 2,155
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 502,083 494,377 7,706
介 護 保 険 特 別 会 計 1,059,138 1,004,778 54,360
後期高齢者医療特別会計 123,002 122,467 535

歳　入

町税
445,906千円
5.1%

町税
445,906千円
5.1%

依存財源
5,211,585千円

60.0%

依存財源
5,211,585千円

60.0%

自主財源
3,475,194千円

40.0%

自主財源
3,475,194千円

40.0%

諸収入
91,791千円　1.1%
諸収入
91,791千円　1.1%

地方交付税
2,764,642千円　31.8%

地方交付税
2,764,642千円　31.8%

8,686,778千円8,686,778千円

分担金・負担金
34,235千円　0.4%
分担金・負担金
34,235千円　0.4%

使用料・手数料
44,040千円
0.5%

使用料・手数料
44,040千円
0.5%

町債
1,070,500千円

12.3%

町債
1,070,500千円

12.3%

県支出金
339,464千円
3.9%

県支出金
339,464千円
3.9%

国庫支出金
756,207千円
8.7%

国庫支出金
756,207千円
8.7%

その他
2,523,751千円

29.0%

その他
2,523,751千円

29.0%

地方譲与税
137,889千円　1.6%
地方譲与税
137,889千円　1.6%

その他　142,883千円　1.7%その他　142,883千円　1.7%
繰越金
335,471千円　3.9%
繰越金
335,471千円　3.9%

公債費
463,548千円　5.6%

公債費
463,548千円　5.6%

民生費
1,137,593千円

13.8%

民生費
1,137,593千円

13.8%

衛生費
412,163千円
5.0%

衛生費
412,163千円
5.0%

教育費
884,410千円
10.7%

教育費
884,410千円
10.7%

農林水産業費
419,808千円
5.1%

農林水産業費
419,808千円
5.1%

総務費
3,932,306千円

47.5%

総務費
3,932,306千円

47.5%

土木費
607,253千円
7.4%

土木費
607,253千円
7.4%

消防費
211,843千円　2.6%
消防費
211,843千円　2.6%

議会費　47,016千円　0.6%議会費　47,016千円　0.6%
災害復旧費
14,917千円　0.2%
災害復旧費
14,917千円　0.2%

商工費　122,912千円　1.5%商工費　122,912千円　1.5%

歳　出
8,253,769千円8,253,769千円

歳　入 歳　出

町民１人あたりの町税負担額� 90,392円
自主財源� 40.0%
依存財源� 60.0%

町民１人あたりに使ったお金� 1,673,174円
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（令和 5 年神山町公表第56号）
　神山町財政状況の公表に関する条例の規定により、令和 5年度上半期の財政の状況を公表します。

令和 5年 9月30日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神山町長　河　野　雅　俊

❶　予算執行状況� （単位：千円）

区分
会計別

予算額
歳　　　　　　　入 歳　　　　　　　出
収入済額 収 入 率 支出済額 支出済率

一 般 会 計 7,348,201 3,476,649 47.3 2,753,880 37.5
国民健康保険特別会計 777,902 308,803 39.7 289,723 37.2
簡易水道事業特別会計 444,687 197,302 44.4 169,941 38.2
介 護 保 険 特 別 会 計 1,058,514 550,727 52.0 397,939 37.6
後期高齢者医療特別会計 127,639 70,276 55.1 28,178 22.1

合　　　　計 9,756,943 4,603,757 47.2 3,639,661 37.3

❷　地方債現在高
　令和5年9月30日現在の事業別現在高及び令和5年度上半期の元利償還金は次のとおりです。

（単位：千円）

事　　業　　名 借入現在高
元　利　償　還　金

元　　金 利　　子
公 共 事 業 等 債 12,460 649 13
一 般 単 独 事 業 債 132,979 5,385 85
義務教育施設整備事業債 2,819 1,520 41
災 害 復 旧 事 業 債 166,596 20,908 49
過 疎 対 策 事 業 債 4,180,887 139,935 3,961
財 源 対 策 債 850 26 1
緊 急防災・減災事業債 3,290 657 2
辺 地 対 策 事 業 債 168,498 11,754 68
臨 時 財 政 対 策 債 575,433 66,508 574
減 収 補 て ん 債 2,563 512 0
防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債 73,100 0 108
一 般 会 計 分 計 5,319,475 247,854 4,902
特 別 会 計 分 725,106 25,645 3,638
合 計 6,044,581 273,499 8,540

❸　一時借入金 �  0 千円
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令和 4年度　神山町人事行政の運営等の状況
　神山町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき､ 次のとおり職員の任用､ 給与､ 服務や勤
務条件等の人事行政の運営状況について公表します｡

2 ．職員の給料の状況
　⑴　 1人当たりの支給額（R4.4.1）

　
⑵　初任給基準（R4.4.1）

区　分 平均給料月額 平均年齢 区　分 大学卒 短大卒 高校卒
一 般 行 政 職 297,900円 41.1歳 一 般 行 政 職 185,200円 167,100円 154,600円
技 能 労 務 職 293,000円 55.4歳 技 能 労 務 職 － － 150,100円

　⑶　手当の状況（R4.4.1現在）
手
当 内容及び支給額

扶　
養

配偶者� 月額� 6,500円
配偶者以外の扶養親族
　扶養親族　子　　　1人� 月額10,000円
　　　　　　父母等　1人� 月額� 6,500円
16歳～22歳までの子� 5,000円加算

住　
居

・借家・間借居住
　月額27,000円以下の家賃
　　家賃月額から16,000円を控除した額
　月額27,000円を超える家賃
　　�家賃月額から27,000円を控除した額の 2分の 1（その控除し
た額の 2分の 1が17,000円を超えるときは、17,000円）に
11,000円を加算した額（最高27,000円）

通　
勤

通勤距離（片道）2㎞以上の職員に支給
　自動車等使用の場合
　　通勤距離に応じて、月額2,000円から24,400円

時
間
外
勤
務

正規の勤務時間を超えて勤務する職員
・勤務日における時間外
　�1 時間当たり給料額×時間数×1.25（22時から翌 5時までは1.50）
・上記以外の勤務における時間外
　�1時間当たり給料額×時間数×1.35（22時から翌朝5時までは1.60）

休
日
勤
務

祝日及び年末年始の休日に勤務する職員
　�1時間当たり給料額×時間数×1.35（22時から翌朝5時までは1.60）

　　
手
当 内容及び支給額
夜
間
勤
務

正規の勤務時間として22時から翌朝 5時までの間勤務が割り振ら
れた職員� 1 時間当たり給料額×時間数×0.25

管
理
職
手
当

管理又は監督の地位にある職員
　参事（ 1種）　69,700円
　総務課長（ 2種）　58,000円
　�総務課長以外の課長・議会事務局長・教育委員会教育次長、農業
委員会事務局長・出納室長（ 3種）　41,000円
　保育所長（ 4種）　38,000円
　支所長・総務課長補佐等（ 5種）　33,000円

期　
　
末

基準日（ 6月 1日、12月 1日）に在職する職員
　�期末手当基礎額×（6月期1.20､ 12月期1.20）×期間率×役職加算率
　＊期末手当基礎額＝給料＋扶養手当
　＊役職加算率‥ 3級以上の職に応じ 1.05 ～ 1.15

勤　
　
勉

基準日（ 6月 1日、12月 1日）に在職する職員
　�勤勉手当基礎額×（6月期0.95､12月期1.05）×期間率×役職加算率
　＊勤勉手当基礎額‥給料月額
　＊役職加算率‥ 3級以上の職に応じ1.05～1.15

特
殊
勤
務

防疫特殊勤務手当　　　　　１日　　1,000円以内
死体処置特殊勤務手当　　　１件　　5,000円以内
水道特殊勤務手当　　　　　日額　　200円
環境センター特殊勤務手当　日額　　250円

宿
日
直

宿日直勤務をする職員
・勤務 1回につき　4,400円
・�労働基準法第41条第3号による行政官庁の許可に基づく日直は、許可の額

1 ．職員の任免及び職員数に関する状況　　　　　　　　　　（単位：人）
年度

区分
令和4年 4月 1日
現在職員数

令和 4年度中 令和5年4月1日
採用者数

令和5年4月1日
現在職員数採用者数 退職者数

一般行政職 90（1） 2（0） 5（0） 9（2） 94（3）
技能労務職 �5�（2） 0（1） 1（1） 0（1） �4�（2）
計 95（3） 2（1） 6（1） 9（3） 98（5）

　　＊令和 4年 4月 1日現在の職員数には令和 4年度中の採用者数を含みます。
　　＊（　）の数値は再任用職員です。

▼定数条例から見た職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）
区　　　　　　分 定　数 R4.4.1職員数 R5.4.1職員数 R5と定数との比較
議会の事務部局 2 1 1 ▲1
町長の事務部局 121 83（3） 86（5） ▲35

選挙管理委員会の事務部局 1 併任 0 併任 0 ▲1
監査委員の事務部局 1 併任 0 併任 0 ▲1
教育委員会の事務部局 32 10（0） 10（0） ▲22
農業委員会の事務部局 1 1 1 0

計 158 95（3） 98（5） ▲60
（　）の数値は再任用職員です。

　　職名別職員数　　　　（単位：人）
職　　　　名 R4.4.1 R5.4.1

課 長 等 9 9
課 長 補 佐 等 24 23
係 長 等 12（1） 13（2）
主 事 26 30
技 師 2 2
所 長 等 3 3
副 所 長 2 0（1）
主 任 保 育 士 0 0
副 主 任 保 育 士 4 7
保 育 士 8 7
主任業務員･業務員 1（1） 1（1）
主 任 工 手 ･ 工 手 2 2
主任用務員・用務員 1（1） 1（0）
主任調理員･調理員 1 0（1）

計 95（3） 98（5）
（　）の数値は再任用職員です。

　⑷　特別職の報酬などの状況（R4.4.1現在）
区　　分 月　　額 期 末 手 当 区　　分 月　　額 期 末 手 当
給

料

町　 長 746,000円 ・6月期
　給料月額×1.15×1.625月分
・12月期
　給料月額×1.15×1.675月分

報

酬

議　 長 284,000円 ・ 6月期
　報酬月額×1.15×1.625月分
・12月期
　報酬月額×1.15×1.675月分

副 町 長 597,000円 副 議 長 234,000円
教 育 長 541,000円 議　 員 195,000円
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3 ．職員の勤務時間その他勤務条件の状況
　⑴　勤務日及び時間
　　　・勤務日…週休日（土､ 日曜）及び休日（国民の祝休日及び12月29日から翌年 1月 3日）を除いた日
　　　・１週間の勤務時間…１週間当たり38時間45分（休憩時間を除く）｡
　　　・１日当たりの勤務時間…７時間45分
　⑵　休　暇

休　暇　の　種　類 休　　暇　　日　　数　　等

有　
給　
休　
暇

年次有給休暇 1年に20日間、最高20日間の繰越適用あり
病
気
休
暇

公務上の負傷又は疾病 その療養に必要と認める期間
特定疾患治療研究事業の対象となる疾病 180日を超えない範囲内で､ その療養に必要と認める期間
上記以外の負傷又は疾病 90日を超えない範囲内で､ その療養に必要と認める期間

特
別
休
暇

風水震火災等による職員の現住居の滅失又は破壊 1週間を超えない範囲内でその都度必要と認める期間
証人等として官公署の呼出しに応ずる場合 その都度必要と認める期間
骨髄移植提供のため検査、入院等を行うとき その都度必要と認める期間
通信教育における面接授業を受ける場合 1年につき20日の範囲内で､ その都度必要と認める期間
婚姻の場合 7日の範囲内で､ その都度必要と認める期間
職員の出産 産前8週間目に当たる日から産後8週間目（多胎妊娠14週）に当たる日までの期間において､ あらかじめ必要と認める期間
生理休暇 3日を超えない範囲内で､ その都度必要と認める期間
職員が生後 1年に達しない子を保育する場合 1日 2回､ 1回30分
中学校就学前の子の看護 勤務しないことが相当と認められた場合に､1年において､5日の範囲内の期間。休暇の単位は、1日又は1時間。
職員が妻の出産に伴い勤務しないことが
相当であると認められる場合

職員の妻の出産に係る入院等の日から当該出産の日後 2週間目に当たる日までの期間における
2日の範囲の期間。休暇の単位は、1日又は 1時間。

職員の妻が出産する場合であって当該出産に係る
子又は小学校修学の始期に達するまでの子（妻の
子を含む｡）を養育する職員が、これらの子のため
勤務しないことが相当であると認められる場合

妻の出産予定日の 6週間（多胎妊娠の場合にあっては､ 14 週間）前の日から当該出産日後の
8週間を経過する日までの期間において、当該機関内における 5日の範囲内の期間。休暇の単
位は、1日又は 1時間。

忌引 血族、姻族の死亡。死亡者により 1～10日の範囲内で必要と認める期間
夏季休暇 7月から9月までの期間において、その都度必要と認める日又は半日。ただし、1年につき5日を超えることはできない。
リフレッシュ休暇 新たに職員として採用された日から起算して10年､ 20年､ 30年又は40年に達する日の属する年において、連続する5日の範囲内の期間
地震等の被災地で社会貢献活動を行う場合 5日の範囲内の期間

無給休暇 介護休暇 介護を必要とする一の継続する状態ごとに､ 連続する6月の期間の範囲内において必要と認められる期間
（R4年 1月～R4年12月）
年次有給休暇取得実績

対象（一般職） 取得総日数 平均取得日数
93人（休職者等を除く） 877.0日 9.4日

　⑶　休　業
休業の種類 内　容
育児休業 満 3歳に満たない子を養育するために、職務に従事しないことを認める制度（無給）

部分休業 小学校就学の始期に達するまでの子を養育するために､ 1日の勤務時間の始め､ または終わりにおいて30分を単位とし
て 2時間を限度に職務に従事しないことを認める制度（無給）

6 ．職員の福祉及び利益の保護の状況
　⑴　共同互助会制度の状況（特別職等を含む）（R4年度） 　⑵　健康診断事業の状況（R4年度）
会員数 会員数 互　助　会　名 区　分 受診者数

139人 財団法人　徳島県市町村職員互助会 人間ドック 77人

財　源
年　度　 会員掛金（A）（会員個支出分） 町村補助（B）（公費支出分） 比率（A）:（B） 脳ドック 15人

R4年度決算額 1,551,000円 1,551,000円 1：1 定期健康診断 38人
R5年度予算額 1,692,000円 1,692,000円 1：1

事業内容

給付事業
医療費補助金・入院差額料・入院見舞金・結婚祝金・出産祝金・入学祝・
永年会員祝金・死亡慶弔金・災害見舞金・育児休業一時金・介護休業一時金・
退職餞別金

厚生事業 銀婚祝品・ライフプランセミナー・退職記念品・夏期保養施設・文化教
養講座・子育て支援

助成事業 人間ドック及び脳ドック助成・在宅介護助成・旅行費用助成・保養所利
用助成・遺児奨学助成・公的資格助成

4 ．職員の分限及び懲戒処分等（R4年度）
処　分　内　容 処分者数

分 限 処 分

免 職 0人
降 任 0人
休 職 0人
降 給 0人

失 職 0人

懲 戒 処 分

免 職 0人
停 職 0人
減 給 1人
戒 告 1人

訓 告 ・ 厳 重 注 意 等 4人

5 ．職員研修及び勤務成績の評定状況（R4年度）
研　修　区　分 研　修　名　等 人　数

自 治 研 修 セ ン タ ー 等 研 修

課 長 級 研 修 0人
課 長 補 佐 級 研 修 1人
係 長 研 修 7人
職 員 Ⅱ 研 修（ 8年目） 2人
職 員 Ⅰ 研 修（ 4年目） 6人
新 規 採 用 職 員 研 修 2人
そ の 他 研 修　 ９ 研 修 12人

職 場 研 修
新 規 採 用 職 員 研 修 2人
防 災 士 取 得 養 成 講 座 45人
つ な プ ロ 研 修 等 107人

15 令和 5年11月15日発行



税
務
保
険
課

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　
神
山
町
で
は
、
税
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
、
徳
島
県
お
よ
び
県
内
市
町

村
と
と
も
に
11
月
と
12
月
を
「
県
下
一

斉
徴
収
強
化
月
間
」
と
し
て
、
納
税
意

識
の
啓
発
、

納
税
の
推

進
、
悪
質
な

滞
納
者
に
対

す
る
差
押
の

強
化
な
ど
、

滞
納
の
解
消

に
向
け
た
取

り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
期

限
ま
で
に
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
納

税
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
税
務
保
険
課
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

住
民
課

神
山
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に

つ
い
て

　
神
山
町
議
会
議
員
の
任
期
が
本
年
12

月
31
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
次

の
日
程
に
よ
り
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
選
挙
の
一
つ
で
す
。
必
ず
投
票

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

告 

示 

日　
12
月
12
日
（
火
）

投 

票 

日　
12
月
17
日
（
日
）

投
票
時
間　
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時

投
票
場
所　
各
地
区
投
票
所

○
期
日
前
投
票

投
票
期
間　

�

12
月
13
日
（
水
）
か
ら

�

12
月
16
日
（
土
）

投
票
時
間　
午
前
8
時
30
分
か
ら

�

午
後
8
時

投
票
場
所　

�

神
山
町
役
場
2
階
鶯
宿
会

議
室

※�

郵
送
の
都
合
上
、
入
場
券
が
届
い
て

い
な
い
場
合
で
も
期
日
前
投
票
は
可

能
で
す
。

　

�

投
票
日
に
仕
事
や
用
務
が
あ
る
方

は
、
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
福
祉
課

令
和
5
年
度
神
山
町
敬
老
会
に

つ
い
て

　
令
和
5
年
9
月
17
日
か
ら
令
和
5
年

10
月
29
日
ま
で
に
町
内
7
地
区
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
敬
老
会
で

は
、
米
寿
の
方
へ
祝
い
状
と
記
念
品
の

贈
呈
、
各
地
区
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
芸

能
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
該
当
者
の
皆
様
、
大
変
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
の
敬
老
会
の
該
当
者
数

は
次
の
と
お
り
で
す
。

役場からの

Information 
from Kamiyama Town Hall

お 知 らせ

Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

※�該当要件：1949年（昭和24年）4月1日以前に生まれた方
地　区 該当者数（単位：人）
広　野 � �333
阿　川 � �177
鬼籠野 � �174
神　領 � �441
左右内 � �� 34
下　分 � �249
上　分 � �172
計 1,580
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Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

令
和
6
年
度
保
育
所
入
所
申
込

み
の
ご
案
内

　
令
和
6
年
度
保
育
所
入
所
申
込
み
の

受
付
を
令
和
5
年
11
月
6
日
か
ら
行
い

ま
す
。

▪
受
付
期
間

　
令
和
5
年
11
月
6
日
（
月
）
か
ら
令

和
5
年
11
月
30
日
（
木
）
ま
で
（
土
日

祝
日
は
除
く
）

▪
受
付
場
所

　
下
分
保
育
所
・
広
野
保
育
所
・
健
康

福
祉
課

▪
対
象
児
童

　
保
護
者
の
仕
事
や
家
庭
の
事
情
（
出

産
前
後
や
病
気
、
又
は
家
族
の
看
護
を

含
む
）
な
ど
に
よ
り
、
昼
間
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
後
6
か
月

か
ら
6
歳
ま
で
（
小
学
校
就
学
前
）
の

児
童
。

※�

保
護
者
及
び
入
所
を
希
望
す
る
児
童

の
住
所
が
神
山
町
に
あ
り
、
か
つ
神

山
町
に
居
住
し
て
い
る
（
生
活
の
本

拠
地
が
神
山
町
で
あ
る
）
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。

▪
必
要
書
類

①
支
給
認
定
申
請
書

　

�（
各
受
付
場
所
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。※
年
度
途
中
入
所
希
望
の
方
も
、

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。）

②�

保
護
者
が
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
書
類

　

�（
就
労
証
明
書
、
母
子
手
帳
な
ど
）

③�

個
人
番
号
（
新
規
申
請
の
方
の
み
）

　

�（
世
帯
全
員
分
必
要
で
す
。
申
請
書

に
間
違
い
の
無
い
よ
う
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。）

〈
注
意
事
項
〉

※�

受
付
期
間
以
降
の
申
込
み
に
つ
い
て

は
、
4
月
か
ら
の
入
所
が
困
難
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
間
内

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

出
生
前
の
お
子
さ
ま
の
入
所
申
込
み

は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※�

入
所
申
込
み
の
際
は
、
必
ず
「
令
和

6
年
度
神
山
町
保
育
所
等
入
所（
園
）

申
請
の
し
お
り
」を
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

11
月
は
『
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐

待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
で
す

令
和
5
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
」
最
優
秀
標
語

『
あ
な
た
し
か

気
づ
い
て
な
い
か
も

�

そ
の
サ
イ
ン
』

【
児
童
虐
待
の
現
状
】

　

令
和
4
年
度
に
徳
島
県
の
児
童
相

談
所
が
対
応
し
た
虐
待
相
談
件
数
は

1
0
3
9
件
で
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
3
年
度
の
児
童
虐
待
に

よ
る
死
亡
事
例
は
、
全
国
で
年
間
約
74

件
に
及
び
、
1
週
間
に
1
人
の
子
ど
も

が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
・
・
・

・�

身
体
的
虐
待
：
殴
る
、
蹴
る
、
た
た

く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ

る
、
家
の
外
に
閉
め
出
す
、　
長
時

間
正
座
を
さ
せ
る　
な
ど

・�
性
的
虐
待
：
子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ

グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る　
な
ど

・�

ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
拒
否
）：
食

事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
な
ま

ま
に
す
る
、
病
気
や
け
が
を
し
て
も

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い　
な
ど

・�

心
理
的
虐
待
：
言
葉
に
よ
り
脅
か

す
、
無
視
す
る
、
子
ど
も
の
目
の
前

で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
D
V
）　
な
ど

【
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
『
通
告
』

し
て
く
だ
さ
い
】

　
通
告
と
は
、「
気
に
な
る
こ
と
を
相

談
す
る
こ
と
」
で
す
。

　
あ
な
た
の
判
断
で
「
し
つ
け
の
限
度

を
超
え
て
い
る
」「
子
ど
も
へ
の
関
わ

り
方
が
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ

ず
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。
誰
が
通
告
者

か
を
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
所
や
学
校
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど

も
が
虐
待
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
に
気
づ
き
守
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
あ
な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

《お問い合わせ》
�
下分保育所
　�677－0222（IP2026）

広野保育所
　�678－0556（IP2027）

神山町役場健康福祉課
　�676－1114（IP2004）

《お問い合わせ》
�
★児童相談所虐待対応ダイアル【189】
　�お近くの児童相談所につながりま
す。（24時間365日通話料無料）
★連絡先
　�徳島県中央こども女性相談センター
　　622－2205
　神山町役場健康福祉課
　　676－1114（IP�2004）
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教
育
委
員
会

神
山
中
学
校
（
屋
内
運
動
場
）

建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
令
和
5
年
10
月
16
日
）

　
9
月
11
日
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が

完
了
し
、
9
月
19
日
か
ら
10
月
14
日
で

屋
根
の
鉄
骨
工
事

を
行
い
、
こ
れ
か

ら
屋
根
工
事
、
内

装
工
事
と
進
め
て

行
く
予
定
で
す
。

工
事
は
予
定
ど
お

り
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
　
築
こ
う
人
権
の
ま
ち
運
動

人
権
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
決
ま
る

　
神
山
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
と
城
西
高
等
学
校
神
山

校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
夏
休
み
の
課

題
と
し
て
人
権
標
語
と
人
権
ポ
ス
タ
ー

の
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
数
の
ご
応
募
、
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
さ
れ
た
作

品
の
中
よ
り
、
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
最
優
秀
作
品
は
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
図
案
と
し
て
啓
発
活
動

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

《
ポ
ス
タ
ー
の
部
》　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

　
神
山
中
学
校
1
年　
清
水
歩
夢

優
秀
賞

　
神
領
小
学
校
1
年　
谷　
柚
季

　
神
領
小
学
校
3
年　
松
村
真
言

　
広
野
小
学
校
5
年　
森
本
花
梨

《
標
語
の
部
》　
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

ま
た
明
日
　
言
え
る
幸
せ
　
大
切
に

　
神
領
小
学
校
5
年　
久
保
海
希

優
秀
賞

手
を
つ
な
ぎ
　
み
ん
な
で
さ
か
す
　
え
が
お
の
わ

　
広
野
小
学
校
3
年　
河
野
萌
衣

広
め
よ
う
　
心
を
癒
や
す
　
言
葉
の
花
を

　
神
山
中
学
校
2
年　
立
石
昴
月

そ
れ
い
い
ね
　
個
人
の
個
性
　
認
め
合
う

　
城
西
高
校
神
山
校
2
年

�

　
影　
絋
成

多
様
性
　
み
ん
な
違
っ
て
　
い
い
ん
だ
よ

　
広
野
小
学
校
保
護
者　
坂
東
三
穂

総
務
課

第
12
回
つ
な
プ
ロ
報
告
会
に
つ

い
て

　
神
山
町
で
は
、
2
0
1
6
年
か
ら
創

生
戦
略
「
ま
ち
を
将
来
世
代
に
つ
な
ぐ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
つ
な
プ
ロ
）」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
報
告
会
で
は
、
つ

な
プ
ロ
で
掲
げ
た
施
策
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
中
で
起
き

て
い
る
こ
と
な
ど
を
関
係
者
が
登
壇

し
、
お
伝
え
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
集

ま
り
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
30
日
（
木
）

�

19
：
00
～
21
：
00

場
所　

�

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
3
階

報
告
内
容

①�

子
育
て
・
教
育
環
境
の
見
え
る
化

②�

子
ど
も
の
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

〈屋根の鉄骨工事施工状況〉 〈北西面道路より外観状況〉

【ポスターの部　最優秀賞作品】
神山中学校1年　清水　歩夢

各課へのお問い合わせ
TEL IP

総務課 676-1111 2000　
2001

議会事務局 676-1511 2002
教育委員会 676-1522 2009
建設課 676-1514 2015
産業観光課 676-1118 2007
農業委員会 676-1119 2008
健康福祉課 676-1114 2004
地域包括支援センター 676-1185 2031
住民課 676-1113 2003
税務保険課 676-1115 2005
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第
25
回
全
国
女
性
消
防
操
法

大
会

　
令
和
5
年
10
月
21
日
、
東
京
都
江
東

区
有
明
に
あ
る
東
京
臨
海
広
域
防
災
公

園
を
会
場
に
第
25
回
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
が
4
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
徳

島
県
代
表
と
し
て
神
山
町
女
性
消
防
隊

が
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
44
都
道

府
県
の
代
表
が
出
場
し
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
の
速
さ
と
所
作
を
競
い
ま
し
た
。

　

選
手
達
は
本
番
ま
で
の
約
5
ヵ
月

間
、
神
山
消
防
署
の
指
導
の
下
、
厳
し

い
訓
練
で
培
っ
た
節
度
と
技
術
を
十
二

分
に
発
揮
し
、
敢
闘
賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
選
手
全
員
が
訓
練

の
成
果
を
出
し
切
っ
た
素
晴
ら
し
い
演

技
で
し
た
。

　
訓
練
か
ら
大
会
ま
で
、
多
大
な
る
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
神

山
町
消
防
団
団
員
一
同
、
地
域
住
民
の

安
心
安
全
確
保
の
た
め
、
な
お
一
層
努

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

女
性
消
防
隊
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

　
隊　
長　
栗
本　
美
子

　
指
揮
者　
仁
志　
美
樹

　
１
番
員　
多
田
千
恵
子

　
２
番
員　
安
達　
優
香

　
３
番
員　
久
保　
春
美

　
４
番
員　
小
田
奈
生
子

　
補
助
員　
中
井
三
知
子

髙
橋
博
義
教
育
長
　
文
部
科

学
大
臣
表
彰
受
賞

　
髙
橋
博
義
教
育
長
は
平
成
27
年
7
月

1
日
に
神
山
町
教
育
長
に
就
任
し
、
現

在
ま
で
神
山
町
教
育
の
充
実
発
展
に
尽

力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
令
和
5
年
10
月
12
日
、
文
部

科
学
省
の
講
堂
で
地
方
教
育
行
政
功
労

者
表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
地
方
教

育
行
政
に
お
い
て
、
そ
の
功
労
が
特
に

顕
著
な
都
道
府
県
教
育
委
員
会
及
び
市

町
村
教
育
委
員
会
の
委
員
又
は
教
育
長

を
文
部
科
学
大
臣
が
表
彰
し
、
そ
の
功

に
報
い
る
と
と
も
に
地
方
教
育
行
政
の

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

神
山
町
身
体
障
害
者
会
が

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
準
優
勝

　
9
月
23
日
に
徳
島
県
立
障
が
い
者
交

流
プ
ラ
ザ
体
育
館
で
令
和
5
年
度
徳
島

県
ノ
ー
マ
ピ
ッ
ク
・
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
大

会
が
あ
り
神
山
町
身
体
障
害
者
会
が
参

加
し
ま
し
た
。
南
部
、
中
央
部
、
西
部

の
各
地
区
か
ら
上
位
3
チ
ー
ム
が
参
加

す
る
な
か
、
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
上
り
ま

し
た
が
、
同
点
と
な
り
タ
イ
ブ
レ
イ
ク

に
よ
り
準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。

KAMIYAMA
TOWN EVENTS

まちの

神山町
出来事
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TOWN EVENTS
まちの出来事神山町

令
和
5
年
度
名
西
郡
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
交
流
大
会

　
9
月
29
日
、
神
山
町
民

総
合
運
動
場
に
お
い
て
令

和
5
年
度
名
西
郡
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
交
流
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
石
井
町
代
表

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
神
山

町
代
表
の
寄
井
体
協
が
試

合
を
行
い
ま
し
た
。
寄
井

体
協
が
1
点
と
る
と
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
も
1
点
と
る
と

い
う
、
一
進
一
退
の
攻
防

と
な
り
ま
し
た
が
、
7
対

8
で
寄
井
体
協
が
勝
利
し

ま
し
た
。

高
齢
者
と
小
中
学
生
・
保
育

所
児
童
の
は
が
き
交
流

　
神
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

で
は
、
9
月
の
敬
老
の
日
に
ち
な
み
、

町
内
小
中
学
生
・
保
育
所
園
児
の
ご
協

力
に
よ
り
ひ
と
り
暮
ら
し
等
高
齢
者
と

の
は
が
き
交
流
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
感
謝
の
お
言
葉

や
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

「
地
方
で
暮
ら
す
、
働
く
を

考
え
る
2
日
間
in
神
山
」
を

開
催

10
月
7
日
（
土
）
か
ら
8
日
（
日
）

に
か
け
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
徳
島
と
神

山
町
の
共
催
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
神
山
で
暮
ら
し
な
が
ら
多
様
な

働
き
方
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
出
会

い
、
対
話
や
体
験
を
す
る
中
で
、
地
方

で
の
「
働
き
方
」
や
「
暮
ら
し
方
」
に

つ
い
て
考
え
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
1
泊
2
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
は
神
山
つ
な
ぐ
公
社
が

行
い
、7
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、
様
々
な

考
え
方
に
触
れ
て
、
自
分
自
身
と
も
向

き
合
う
時
間
を
持
ち
、
働
く
こ
と
や
暮

ら
し
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
た
と
の
お
声
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。

１7
年
ぶ
り
に
上
分
黒
松
神
社

で
お
神
輿
が
担
が
れ
ま
し
た

　
令
和
5
年
10
月
17
日
、
黒
松
八
幡
神

社
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
上
分
在
住
や
出

身
な
ど
の
有
志
の
方
々
が
25
名
集
ま

り
、
17
年
ぶ
り
に
お
神
輿
が
担
が
れ
て

川
又
地
区
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
お
祭
り
を
機
に
帰
省
さ
れ
た
方
も
い

て
、
な
つ
か
し
そ
う
に
話
を
さ
れ
る
光

景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
総
代
長
の
粟
飯
原
明
生
さ
ん
は

「
有
志
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
時
は
と
て

も
嬉
し
く
、
宮
司
さ
ん
に
す
ぐ
に
連
絡

し
た
」「
今
回
を
大
切
に
し
、
来
年
以

降
も
お
神
輿
を
担
ぐ
例
大
祭
を
維
持
し

て
い
き
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

1 2 3 4 5 6 7 合計
チャンピオン 0 1 0 0 1 1 4 7
寄��井��体��協 1 0 0 1 2 4 × 8

▲心を込めてはがきを書きました
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大
粟
神
社
例
大
祭
で
だ
ん
じ

り
か
ら
4
年
ぶ
り
に
お
神
楽

響
く

　
令
和
5
年
10
月
7
日
、
8
日
に
上
一

宮
大
粟
神
社
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
だ
ん

じ
り
と
お
神
輿
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。

だ
ん
じ
り
に
は
神
領
地
区
の
小
学
生
5

名
が
乗
り
、
4
年
ぶ
り
に
お
神
楽
が
上

角
地
区
で
響
き
ま
し
た
。
こ
の
例
大
祭

は
大
粟
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
オ
オ
ゲ

ツ
ヒ
メ
が
上
角
八
幡
神
社
の
ヒ
コ
ホ
ホ

デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
に
会
い
に
行
く
神
事
で

あ
り
、
だ
ん
じ
り
は
お
神
輿
の
先
導
を

務
め
ま
す
。
沿
道
か
ら
は
「
今
年
も
良

い
も
ん
が
見
れ
た
」
と
い
う
声
も
聞
こ

え
、
奏
で
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
誇
ら

し
い
様
子
で
し
た
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
阿
川
　
全
国

大
会
出
場

　
令
和
5
年
9
月
2
、
3
日
に
第
40
回

全
日
本
世
代
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
昨
年
に
続
き
、
フ
レ
ン

ド
リ
ー
阿
川
が
出
場
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
31
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
フ
レ
ン
ド

リ
ー
阿
川
は
第
2
戦
で
終
盤
に
逆
転

し
、
念
願
の
初
勝
利
を
あ
げ
ま
し
た
。

「
ご
声
援
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝

し
、
さ
ら
に
県
内
の
強
豪
チ
ー
ム
と
対

戦
を
重
ね
、
チ
ー
ム
を
強
化
し
た
い
」

と
代
表
の
鬼
田
さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

出
場
者

　
鬼
田　
博
／
石
田
祐
史
／
藤
井
宏
澄

　
藤
井
煌
平
／
藤
井
風
珂

令
和
5
年
度
神
山
町
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
10
月
18
日
（
水
）
に
令
和
5
年
度
神

山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
旧
鬼

籠
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ

れ
、
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
良

い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
プ
レ
ー
を

共
に
す
る
選
手
同
士
の
試
合
で
す
が
、

上
位
は
数
打
差
と
な
り
、
接
戦
の
末
に

順
位
が
決
定
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
優
　
勝
：
藤
原
マ
サ
ノ

　
準
優
勝
：
片
山
　
　
功

　
第
3
位
：
北
山
　
　
靖

名
西
郡
野
球
大
会

　
神
山
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
で
優
勝

し
た
寄
井
体
協
は
、
10
月
11
日
に
行
わ

れ
た
名
西
郡
野
球
大
会
に
神
山
町
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
試
合
は
神

山
町
民
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
両
者
と
も
良
い
守
備
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、

B
R
U
G
S

が
4
回
に
得

点
し
ま
し

た
。
反
撃
し

た
い
寄
井
体

協
で
し
た

が
、
出
塁
は

す
る
も
の
の

得
点
に
つ
な

が
ら
ず
敗
れ

ま
し
た
。

試
合
結
果

　
B
R
U
G
S
（
石
井
町
代
表
）　

（
8

－

0
）

　
寄
井
体
協
（
神
山
町
代
表
）
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
で
ベ

ト
ナ
ム
へ
派
遣

　
令
和
5
年
10
月
11
日
、
神
山
町
出
身

の
吉
田
裕
美
さ
ん
が
J
I
C
A
海
外
協

力
隊
の
理
学
療
法
士
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム

に
派
遣
さ
れ
る
た
め
、
役
場
に
表
敬
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
海
外
の

文
化
や
生
活
に
興
味
が
あ
り
、
留
学
や

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
利
用
し
海
外

生
活
を
送
っ
た
経
験
か
ら
、
日
本
の
医

療
環
境
が
恵
ま
れ
て
い
る
事
を
実
感
し

た
そ
う
で
す
。「
現
地
で
は
整
っ
た
環

境
は
な
い
が
、
経
験
を
活
か
し
、
任
地

の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
少
し
で
も
環
境
や

患
者
さ
ん
の
能
力
向
上
に
繋
が
る
活
動

を
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

『
と
く
し
ま
4
K
＋
N
E
X
T��

～
4
K・V
R
徳
島
映
画
祭
～
』

　
12
月
16
日（
土
）、17
日（
日
）に「
神

山
ま
る
ご
と
高
専
」
で
開
催
し
ま
す
！

映
像
作
品
の
上
映
を
は
じ
め
、
V
R
体

験
や
e
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
V
R
演

劇
の
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
実
演
体

験
、
映
像
業
界
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
お
届
け
し
ま
す
。
ま
た
、
話
題
の
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
が
や
っ
て
き
て
、
で
き
た

て
の
美
味
し
い
グ
ル
メ
も
楽
し
め
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

【
公
式
サ
イ
ト
】https://4kforum

.jp/

徳
島
県
最
低
賃
金
の
改
正
に

つ
い
て

　
令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
、
現
行
の

時
間
額
8
5
5
円
か
ら
41
円
引
き
上
げ

改
正
さ
れ
、
時
間
額
8
9
6
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
関
し
て
は
、
徳
島
労
働

局
労
働
基
準
部
賃
金
室
ま
で
。

　
最
低
賃
金
の
改
正
に
伴
う
ご
相
談
に

関
し
て
は
、
徳
島
働
き
方
改
革
推
進
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

「
農
業
経
営
収
入
保
険
で
安

心
経
営
」
申
込
受
付
中
！

　
農
業
経
営
収
入
保
険
は
農
業
者
ご
と

の
農
産
物
（
す
だ
ち
、米
、野
菜
な
ど
）

の
収
入
減
少
を
補
償
し
ま
す
。
自
然
災

害
や
価
格
低
下
だ
け
で
な
く
農
業
者
の

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減

少
が
補
償
の
対
象
で
す
。
令
和
6
年
補

償
新
規
加
入
は
個
人
経
営
の
方
が
12
月

末
、
法
人
の
方
は
決
算
月
が
加
入
申
込

締
切
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
加
入
要
件

と
し
て
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
が
対
象
で
す
。

※
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
令
和
5
年
か

ら
青
色
申
告
を
始
め
た
方
も
令
和
6

年
補
償
か
ら
収
入
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

その他の

Other Information

お 知 らせ

《お問い合わせ》

徳島県農業共済組合�
本　　所（徳島市）
　088－622－7731

Other Information

その他のお知らせ

《お問い合わせ》

徳島労働局�
労働基準部賃金室
　088－652－9165

徳島働き方改革�
推進支援センター
　0120－967－951
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と
く
し
ま
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
　

令
和
6
年
度
研
修
生
の
募
集

　
1
年
間
の
研
修
に
よ
り
、
林
業
の
現

場
で
即
戦
力
と
な
る
知
識
・
技
術
を
習

得
で
き
ま
す
。

　
入
学
金
・
研
修
費
用
・
必
要
資
格
取

得
無
料
。

　

さ
ら
に
条
件
を
満
た
せ
ば
「
緑
の

青
年
就
業
準
備
給
付
金
」
年
間
最
大

1
5
5
万
円
支
給
。

募
集
期
間
：

　
令
和
5
年
7
月
1
日
（
土
）

～
令
和
6
年
1
月
26
日
（
金
）

試
験
日
：

　
令
和
5
年
12
月
3
日
（
日
）、
令
和

6
年
2
月
4
日
（
日
）
予
定

《お問い合わせ》

公益社団法人　徳島森林づくり
推進機構　技術支援課
　088－635－7812
とくしま林業アカデミー　WEBサイト

浄化槽に必要な維持管理
「法定検査・保守点検・清
掃」 の窓口を一本化するこ
とにより、個別に依頼する
煩わしさがなく、浄化槽管
理者が安心して浄化槽を
使用できるシステムです。

浄化槽が適正に維持管理され、
本来の浄化機能が十分に発揮さ
れているか、浄化槽から放流され
る水を持ち帰って検査して確認
します。

・浄化槽装置の点検調整、修理
・消毒剤の補給
・送風機の点検
※保守点検回数は処理方式及び処理対象
人員毎に決められています。

・汚泥の引き抜き、調整
・槽内部の洗浄
・適正水位まで水張り
※処理方式が全ばっ気方式の場合は
６ヶ月に１回以上となります。

神山町きれいな水づくり推進協議会 TEL 088-636-1234（公社）徳島県環境技術センター内

設
置
者

設
置
者

それぞれ個別に依頼・実施・支払い

3つの業務を自動的に実施・支払い

保 守 点 検

清 掃

法 定 点 検

お問い
合わせ

浄化槽一括契約
システムとは？

3つの管理を
実施し、

きれいな
水環境を守り

ましょう！

浄化槽の
維持管理は

水洗トイレを
設置している方へ

「一括契約」で！
今

までは

これ
から

依頼

依頼

依頼

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
依
頼

ま
と
め
て
一
括
で
契
約

一括

保 守 点 検

清 掃

法 定 点 検

浄化槽の維持管理は管理者の義務です！

浄化槽は
私たちが使った
水をきれいに
する装置です

法定検査

保守点検 清掃

※水洗トイレの排水先
には浄化槽があります！

個
別
に
依
頼
し
な
く
て

い
い
か
ら
楽
だ
わ
！

1年に1回

1年に3回〜6回
以上

1年に1回以上

Other Information

その他のお知らせ
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指名手配被疑者の検挙に御協力を！
　令和 5年 8月末現在、全国の警察から指名手配されている者は、凶
悪事件等で特に警察庁が指定している重要指名手配被疑者をはじめと
して、約540人に上っています。これらの被疑者は、殺人、強盗等の
凶悪事件のほか、暴行、傷害、窃盗、詐欺、横領等の事件に関して指
名手配されており、再び犯行を行うおそれがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑者を選定した上で、11月中に全国
警察の総力を挙げて追跡捜査を行うこととし、これら被疑者の早期検
挙に取り組んでいるところです。指名手配被疑者の発見
に向けた捜査活動には、国民の皆さんの御協力が是非と
も必要です。指名手配被疑者によく似た人を見掛けたと
いった情報など、どんなわずかなことでも結構ですので、
警察に通報していただくようお願いします。

ソーシャルメディアによる 
徳島県警からの情報発信

徳島県警察
〈Facebook〉

徳島県警察
〈Twitter（X）〉

徳島県警察
公式チャンネル
〈YouTube〉

徳島県警察
公式チャンネル
〈Instagram〉

駐在所
だより

Other Information

その他のお知らせ

vol.vol.

1111神山町商工会より
寄井商店街のハロウィン
　商工会の山田です。神山に配属されて、はや３回目の秋
を迎えました。
　10/28（土）に、寄井商店街でハロウィンイベントを開
催しました。商工会青年部主催で今年２回目となるこのイ
ベントには、昨年を上回る約80名の親子連れが参加してく
れました。仮装をして歩く色とりどりの子どもたち、お菓
子を配る商店の方々、道端や家の中から見守ってくれる方々
で、商店街がとても賑やかになりました。子どもたちも、
手さげ袋いっぱいのお菓子をもらって、楽しんでくれたと思います。
商工会青年部員紹介あとがき
　この「神山町商工会より」では、これまで青年部員の事業や、まちへの思いを紹介してきました。
これまで10人の部員が登場してくれて、前号をもって部員の紹介が一巡しました。
　話を伺う中で、部員のみなさんが、それぞれの事業を通じて神山町を良くしようと活動され
ていることを知ることができました。また、先日のハロウィンも、町に彼らの存在があったか
らこそつくられたんだと思うと、商工会の職員としても、個人としても、みなさんの事業をこ
れからも応援していきたい気持ちが大きくなりました。
　商工会としては、今後も、まちの商工業のことを知ってもらう活動を続けたいと思っています。
引き続き、ご支援よろしくお願いします。　� （商工会・山田優花）

不安だらけでした！　でも、ありがたいことに今まで
　一緒にお仕事をしてきた方たちに助けて頂いて、何と

かなってきているので本当に感謝しています。

もっと勉強しておけば良かったと思います。数学や理
　科が仕事に直接役立つ訳ではないですが、一般教養と

して知っておくことでお客様との会話の幅も広がるので、大嫌
いだった勉強ももう少ししておけば良かったです。

自分が元気で楽しくいることです！　自分が happy
　じゃないと他人のことなんか幸せにしてあげられない

です ( 笑 ) 。不幸そうな人よりも幸せオーラのある人と結婚式
したくないですか ( 笑 ) ？　お客様だけではなく、一緒にお仕
事をするパートナー企業様に対しても同じです！

仕事をするなかで一番大切にしていることは
何ですか。（大学生）

転職をするときやフリーに転身するときに不
安はありませんでしたか？（大学生）

学生時代にやり残したと思うことはあります
か？（大学生）

4

２歳頃の粟内さん。近
所の川へ向かう道で
撮った一枚

ゲストハウスで可愛い
元部下と。写真の後列、
真ん中が粟内さん

粟内佑紀さん
（広野出身・岡山在住・31 歳）

あわうち ゆき

ろ
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
お

客
さ
ん
と
楽
し
く
で
き
れ
ば
良
い
か
な

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
お

客
さ
ん
を
好
き
で
、
お
客
さ
ん
も
私
が

好
き
で
、
そ
れ
で
楽
し
け
れ
ば
良
し
と

い
う
こ
と
に
行
き
着
き
ま
し
た
ね
。
そ

し
て
、
今
年
か
ら
フ
リ
ー
の
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
。
岡
山
や
関
西
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

―
神
山
の
存
在

私
に
と
っ
て
神
山
は
、
落
ち
着
け
る
、

帰
れ
る
場
所
。
最
近
は
町
外
の
人
に
も

神
山
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が

増
え
て
良
い
な
と
純
粋
に
思
っ
て
い
ま

す
。
今
の
目
標
は
、
仕
事
を
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
。
あ
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

犬
を
飼
い
始
め
た
の
で
す
が
、
愛
犬
、

コ
ナ
が
今
の
私
の
癒
や
し
で
す
！

―
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
世
界
へ

高
校
時
代
も
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
へ
の

憧
れ
は
消
え
ず
、
卒
業
後
は
大
阪
の
専

門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
午
前
中
は

学
校
が
提
携
す
る
ホ
テ
ル
で
現
場
経
験

を
積
み
、
夜
は
授
業
。
忙
し
か
っ
た
け

ど
、
め
っ
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ

う
い
っ
た
忍
耐
力
は
、
バ
レ
ー
と
陸

上
、
駅
伝
の
経
験
が
生
き
て
い
ま
す
ね

（
笑
）。

神
戸
や
大
阪
、
岡
山
や
横
浜
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
や
ホ
テ
ル
で
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
経
験
を
積
み
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
結
婚
式
は
、
栄
養

ド
リ
ン
ク
み
た
い
な
も
の
。
お
客
さ
ん

も
喜
ん
で
く
れ
る
し
、
も
ち
ろ
ん
自
分

自
身
の
達
成
感
も
。
ど
ん
な
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
り
た
い
か
、
今
ま
で
い
ろ
い

―
高
校
生
ま
で
の
神
山
で
の
暮
ら
し

私
は
広
野
出
身
。
小
さ
い
こ
ろ
の
遊

び
と
い
っ
た
ら
、
と
に
か
く
川
で
し
た
。

広
野
小
学
校
三
年
生
に
な
っ
て
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
始
め
、
そ
こ
か
ら
は
バ
レ
ー

一
色
に
。
神
山
東
中
学
校
で
兼
部
し
て

い
た
陸
上
や
駅
伝
も
、
バ
レ
ー
で
強
く

な
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
実
は
小
学
生
の
こ
ろ

か
ら
将
来
の
夢
は
ず
っ
と
プ
ラ
ン
ナ
ー
。

親
戚
の
結
婚
式
に
出
席
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
部
が
強
か
っ
た
城
南
高
校
に

進
学
し
て
か
ら
は
、
部
活
と
勉
強
を
両

立
。
毎
日
神
山
の
家
か
ら
送
り
迎
え
を

し
て
く
れ
た
両
親
と
祖
母
に
は
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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 不安だらけでした！　でも、ありがたいことに今まで
　　一緒にお仕事をしてきた方たちに助けて頂いて、何と

かなってきているので本当に感謝しています。

 もっと勉強しておけば良かったと思います。数学や理
　科が仕事に直接役立つ訳ではないですが、一般教養と

して知っておくことでお客様との会話の幅も広がるので、大嫌
いだった勉強ももう少ししておけば良かったです。

 自分が元気で楽しくいることです！　自分が happy　
　　じゃないと他人のことなんか幸せにしてあげられない

です ( 笑 ) 。不幸そうな人よりも幸せオーラのある人と結婚式
したくないですか ( 笑 ) ？　お客様だけではなく、一緒にお仕
事をするパートナー企業様に対しても同じです！

仕事をするなかで一番大切にしていることは
何ですか。（大学生）

転職をするときやフリーに転身するときに不
安はありませんでしたか？（大学生）

学生時代にやり残したと思うことはあります
か？（大学生）

4

２歳頃の粟内さん。近
所の川へ向かう道で
撮った一枚

ゲストハウスで可愛い
元部下と。写真の後列、
真ん中が粟内さん

粟内佑紀さん
（広野出身・岡山在住・31 歳）

あわうち ゆき

ろ
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
お

客
さ
ん
と
楽
し
く
で
き
れ
ば
良
い
か
な

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
お

客
さ
ん
を
好
き
で
、
お
客
さ
ん
も
私
が

好
き
で
、
そ
れ
で
楽
し
け
れ
ば
良
し
と

い
う
こ
と
に
行
き
着
き
ま
し
た
ね
。
そ

し
て
、
今
年
か
ら
フ
リ
ー
の
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
。
岡
山
や
関
西
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

―
神
山
の
存
在

　
私
に
と
っ
て
神
山
は
、
落
ち
着
け
る
、

帰
れ
る
場
所
。
最
近
は
町
外
の
人
に
も

神
山
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
が

増
え
て
良
い
な
と
純
粋
に
思
っ
て
い
ま

す
。
今
の
目
標
は
、
仕
事
を
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
。
あ
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

犬
を
飼
い
始
め
た
の
で
す
が
、
愛
犬
、

コ
ナ
が
今
の
私
の
癒
や
し
で
す
！

―
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
世
界
へ

高
校
時
代
も
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
へ
の

憧
れ
は
消
え
ず
、
卒
業
後
は
大
阪
の
専

門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
午
前
中
は

学
校
が
提
携
す
る
ホ
テ
ル
で
現
場
経
験

を
積
み
、
夜
は
授
業
。
忙
し
か
っ
た
け

ど
、
め
っ
ち
ゃ
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ

う
い
っ
た
忍
耐
力
は
、
バ
レ
ー
と
陸

上
、
駅
伝
の
経
験
が
生
き
て
い
ま
す
ね

（
笑
）。

神
戸
や
大
阪
、
岡
山
や
横
浜
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
や
ホ
テ
ル
で
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
経
験
を
積
み
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
結
婚
式
は
、
栄
養

ド
リ
ン
ク
み
た
い
な
も
の
。
お
客
さ
ん

も
喜
ん
で
く
れ
る
し
、
も
ち
ろ
ん
自
分

自
身
の
達
成
感
も
。
ど
ん
な
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
り
た
い
か
、
今
ま
で
い
ろ
い

―
高
校
生
ま
で
の
神
山
で
の
暮
ら
し

　
私
は
広
野
出
身
。
小
さ
い
こ
ろ
の
遊

び
と
い
っ
た
ら
、
と
に
か
く
川
で
し
た
。

広
野
小
学
校
三
年
生
に
な
っ
て
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
始
め
、
そ
こ
か
ら
は
バ
レ
ー

一
色
に
。
神
山
東
中
学
校
で
兼
部
し
て

い
た
陸
上
や
駅
伝
も
、
バ
レ
ー
で
強
く

な
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
今
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
実
は
小
学
生
の
こ
ろ

か
ら
将
来
の
夢
は
ず
っ
と
プ
ラ
ン
ナ
ー
。

親
戚
の
結
婚
式
に
出
席
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
部
が
強
か
っ
た
城
南
高
校
に

進
学
し
て
か
ら
は
、
部
活
と
勉
強
を
両

立
。
毎
日
神
山
の
家
か
ら
送
り
迎
え
を

し
て
く
れ
た
両
親
と
祖
母
に
は
、
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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　私は神山町のインターンシップに参加して、本当に良かったと感じています。私は今まで神
山町に来たことがありませんでしたが、役場前のバス停を降りた瞬間、緑豊かな光景が広がっ
ていて自然豊かな町だと感じました。実際に町役場の仕事を見学・体験したのですが、職員さ
んの対応は住民の方に寄り添った丁寧なもので好印象を受けました。
　また、2日目に行われた町内バスツアーでは、鮎喰川コモンや「さあ・くる神山ラボ」に行
きました。鮎喰川コモンでは、子どもたちが気軽に集まることのできる空間があり、神山杉で
作られた建物には、木の温かみを感じました。
　「まちのクルマLet’s」という政策は、バスの利用者の少なさや利用のしづらさなどの神山町
の現状を考慮しながら、町民の方々の生活がより良いものになるように新しい公共交通サービ
スを整備するだけでなく、マイナンバーカードの普及率上昇にもつながっていることに、とて
も感心しました。
　ほかにも神山町は単に観光客を増やそうとするので
はなくて、移住してもらえるように住居などを案内す
る支援を行っていることに神山町の良さが出ていると
感じました。
　この2日間の経験を通じて、神山町の方々の温かみや
興味深い政策について知ることができ、また再び神山
町を訪れたいと感じました。ありがとうございました。

インターンシップを終えて 徳島大学　総合科学部　社会総合科学科　山本　優奈

　神山町役場で 2日間のインターンシップに参加させていただきました。
インターンシップに参加しようと思ったのは、神山町が「まちのクルマLet’s」や「タブレッ
ト講習会」などに取り組んでいることを授業で知り、興味を持ったことがきっかけです。
実際に、まちづくりの取り組みについて、役場の方だけでなく、つなぐ公社や「さあ・くる

神山ラボ」の方々から詳しく聞きました。まち・ひと・しごと総合戦略策定、まちを将来世代
につなぐプロジェクトなど、これまでの取り組みの中で、「町民の方々との距離感」と「でき
ることの範囲で実行することの重要さ」などが印象に残りました。神山町の良さを守りながら
発展していくためだけでなく、今の町民の方々に寄り添ったさまざまな取り組みを行っている
と感じました。それぞれが支え合い相談しやすい環境があり、全体でまちづくりに取り組んで
いることに神山町の良さが詰まっていると思いました。
　神山町役場での仕事や神山町のまちづくりを知るこ
とができ、とても充実した 2日間を過ごすことができ
ました。2日間だけでしたが、インターンシップを通
じて神山町役場だけでなく神山町を知り、町内を見て
回ることができ、自分自身成長できるとても良い経験
となりました。ありがとうございました。

インターンシップを終えて 徳島大学　理工学部　理工学科　仲根　真理

全室が鮎喰川に向いている。
宿から川へも簡単に
下りることができる。

石積みWEEKの様子

阿川・川平から見える
山並み

石積みにサボテンが
差し込まれている様子

神山つなぐ公社
小池　裕子

かみやま ch
「神山の景色探訪」
是非、ご覧ください。

神
山
の
景
色
探
訪
の
告
知

景
観
に
手
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と

こ
ん
な
こ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
景
観
計
画
は
な
に
か
を
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、

神
山
ら
し
い
景
観
の
為
に
協
議
す
る
場
を
設
け
る
も

の
で
す
。
計
画
の
対
象
と
な
る
建
築
物
も
山
や
川
な

ど
の
自
然
景
観
と
同
様
に
神
山
の
景
観
を
形
作
っ
て

い
ま
す
。
建
築
物
は
、
素
材
・
規
模
・
意
匠
に
よ
っ

て
作
ら
れ
る
も
の
が
定
ま
っ
て
き
ま
す
。
神
山
で
ど

う
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
そ

の
方
針
を
策
定
委
員
の
皆
さ
ま
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

歩
い
て
発
見
、
暮
ら
し
の
風
景

　
下
分
に
あ
る
宿
泊
施
設
・
W
E
E
K
神
山
で
は
、

石
積
み
修
復
や
川
づ
く
り
等
の
景
観
整
備
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
の
神
先

岳
史
さ
ん
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
整
備

し
て
い
る
の
か
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
神
山
を
歩
い
て
い
る
と
、
興
味
深
い
風
景
に
出
く

わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
民
家
の
石
積
み

ー
景
観
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
は
？

　
三
好
市
の
落
合
集
落
を
訪
れ
た
際
、
暮
ら
し
と
自

然
の
結
び
つ
き
が
体
感
で
き
る
、
里
山
の
景
観
に
感

動
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

ー
景
観
に
手
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と

　
W
E
E
K
神
山
で
の
景
観
整
備
は
、か
つ
て
広
が
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
景
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
人
の
手
を

入
れ
直
す
整
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
先

生
が
宿
泊
し
た
際
に
頂
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
自
分
が

訪
れ
た
場
所
で
い
い
な
と
思
っ
た
も
の
を
、
実
際
に

空
間
に
取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
「
自
分
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
整
備
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら

　
景
観
整
備
を
や
る
こ
と
で
、
宿
と
そ
の
周
辺
に
つ

い
て
の
理
解
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
宿

　
か
み
や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
神
山

の
景
色
探
訪
」。
第
２
弾
は
阿
川
・
川
平
に
お
伺
い
し

ま
し
た
。
小
学
校
へ
片
道
40
〜
50
分
か
け
、「
山
越
え
」

し
て
通
学
し
た
話
等
、
前
回
に
続
き
見
応
え
た
っ
ぷ

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

神
山
の
景
観
計
画
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
神
山
に
は
、
自
然
を
基
調
と
し
た
、
生
業
や
暮
ら

し
が
つ
く
り
だ
し
て
い
る
景
観
が
あ
り
ま
す
。
景
観

に
価
値
を
見
出
し
自
ら
が
景
観
を
創
出
し
た
り
、
神

山
の
自
然
の
恵
み
を
活
用
し
て
い
る
人
た
ち
の
話
を

聞
く
こ
と
で
景
観
に
手
を
い
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
し
て
扱
う
領
域
を
広
げ
、
自
分
た
ち
も
宿
泊
者
も

心
地
が
良
い
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
を
W
E
E
K
神
山

を
通
し
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

に
見
ら
れ
る
サ
ボ
テ
ン
。

サ
ボ
テ
ン
だ
と
少
量
の
水

で
生
き
て
い
け
る
か
ら
石

積
み
の
隙
間
に
入
れ
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

名
も
「
石
積
み
ガ
ー
デ
ン
」

で
す
ね
。

新
た
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し

ま
し
た
。
こ
の
連
載
を
通
じ
、
景

観
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
方
が
一

人
で
も
増
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
全
５
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
る
「
神
山
の
景
観

計
画
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。」
第
２
回
で
す
。
今
回
か
ら
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全室が鮎喰川に向いている。
宿から川へも簡単に
下りることができる。

石積みWEEKの様子

阿川・川平から見える
山並み

石積みにサボテンが
差し込まれている様子

神山つなぐ公社
小池　裕子

かみやま ch
「神山の景色探訪」
是非、ご覧ください。

神
山
の
景
色
探
訪
の
告
知

景
観
に
手
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と

こ
ん
な
こ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
景
観
計
画
は
な
に
か
を
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、

神
山
ら
し
い
景
観
の
為
に
協
議
す
る
場
を
設
け
る
も

の
で
す
。
計
画
の
対
象
と
な
る
建
築
物
も
山
や
川
な

ど
の
自
然
景
観
と
同
様
に
神
山
の
景
観
を
形
作
っ
て

い
ま
す
。
建
築
物
は
、
素
材
・
規
模
・
意
匠
に
よ
っ

て
作
ら
れ
る
も
の
が
定
ま
っ
て
き
ま
す
。
神
山
で
ど

う
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
そ

の
方
針
を
策
定
委
員
の
皆
さ
ま
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

歩
い
て
発
見
、
暮
ら
し
の
風
景

　
下
分
に
あ
る
宿
泊
施
設
・
W
E
E
K
神
山
で
は
、

石
積
み
修
復
や
川
づ
く
り
等
の
景
観
整
備
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
代
表
取
締
役
の
神
先

岳
史
さ
ん
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
整
備

し
て
い
る
の
か
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
神
山
を
歩
い
て
い
る
と
、
興
味
深
い
風
景
に
出
く

わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
民
家
の
石
積
み

ー
景
観
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
は
？

　
三
好
市
の
落
合
集
落
を
訪
れ
た
際
、
暮
ら
し
と
自

然
の
結
び
つ
き
が
体
感
で
き
る
、
里
山
の
景
観
に
感

動
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

ー
景
観
に
手
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と

　
W
E
E
K
神
山
で
の
景
観
整
備
は
、か
つ
て
広
が
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
景
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
人
の
手
を

入
れ
直
す
整
備
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
先

生
が
宿
泊
し
た
際
に
頂
い
た
ア
ド
バ
イ
ス
や
自
分
が

訪
れ
た
場
所
で
い
い
な
と
思
っ
た
も
の
を
、
実
際
に

空
間
に
取
り
入
れ
る
と
い
っ
た
「
自
分
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
整
備
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
こ
れ
か
ら

　
景
観
整
備
を
や
る
こ
と
で
、
宿
と
そ
の
周
辺
に
つ

い
て
の
理
解
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
宿

　
か
み
や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
神
山

の
景
色
探
訪
」。
第
２
弾
は
阿
川
・
川
平
に
お
伺
い
し

ま
し
た
。
小
学
校
へ
片
道
40
〜
50
分
か
け
、「
山
越
え
」

し
て
通
学
し
た
話
等
、
前
回
に
続
き
見
応
え
た
っ
ぷ

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

神
山
の
景
観
計
画
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
神
山
に
は
、
自
然
を
基
調
と
し
た
、
生
業
や
暮
ら

し
が
つ
く
り
だ
し
て
い
る
景
観
が
あ
り
ま
す
。
景
観

に
価
値
を
見
出
し
自
ら
が
景
観
を
創
出
し
た
り
、
神

山
の
自
然
の
恵
み
を
活
用
し
て
い
る
人
た
ち
の
話
を

聞
く
こ
と
で
景
観
に
手
を
い
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
し
て
扱
う
領
域
を
広
げ
、
自
分
た
ち
も
宿
泊
者
も

心
地
が
良
い
と
感
じ
ら
れ
る
空
間
を
W
E
E
K
神
山

を
通
し
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

に
見
ら
れ
る
サ
ボ
テ
ン
。

サ
ボ
テ
ン
だ
と
少
量
の
水

で
生
き
て
い
け
る
か
ら
石

積
み
の
隙
間
に
入
れ
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

名
も
「
石
積
み
ガ
ー
デ
ン
」

で
す
ね
。

新
た
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し

ま
し
た
。
こ
の
連
載
を
通
じ
、
景

観
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
方
が
一

人
で
も
増
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　
全
５
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
る
「
神
山
の
景
観

計
画
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。」
第
２
回
で
す
。
今
回
か
ら
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防災において、自分の身は自分で守る
「自助」だけでは限界があります。そこで
大切になってくるのが、地域の方々と助
け合う｢共助｣です。全国各地で発生し
た過去の大災害では、地域住民による
共助により多くの人命が救助されまし
た。今後、神山町でも起こりえる災害へ
の備えとして、地域との繋がり・顔の見
える関係づくりは、とても重要なことだ
と感じています。

和
や
か
な
雰
囲
気
、
だ
け
ど

本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
る
確
率
は
、
こ
の

30
年
以
内
に
70
〜
80
％
。
近
年
で
は
線
状
降
水

帯
の
発
生
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、
災
害
の

危
険
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
も
ふ
ま

え
、
上
分
地
区
で
12
年
ぶ
り
に
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。起
震
車
地
震
体
験
、初
期
消
火
・

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練
、
A
E
D
を
使
っ
た
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
炊
き
出
し
と
充
実
の
内
容
。
上

分
地
区
チ
ャ
レ
ン
ジ
神
山
推
進
協
議
会
が
主
催

し
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
の
消
防
分
団
な

ど
が
協
力
し
ま
し
た
。「
次
世
代
の
担
い
手
不
足

に
は
悩
ん
で
い
る
も
の
の
、
分
団
員
の
約
1
／

3
は
移
住
さ
れ
た
方
。
参
加
し
て
く
れ
て
有
難

い
」
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
協
議
会
会
長
と
分
団
長
を

務
め
る
桐
本
さ
ん
。「
昔
は
火
事
が
多
か
っ
た
、

冬
に
薪
で
火
を
起
こ
す
こ
と
も
多
か
っ
た
け
ん

な
。
そ
の
頃
に
比
べ
た
ら
火
事
は
激
減
し
た
」
と
、

阿
部
さ
ん
も
同
じ
意
見
と
の
こ
と
。
二
人
と
も

地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
カ
レ
ー
が
作
ら
れ
、
ご
は
ん
も
上
手

に
炊
け
て
い
た
そ
う
。
綺
麗
な
水
が
手
に
入
ら

な
く
て
も
、
鍋
に
川
の
水
を
入
れ
、
炊
く
お
米

を
専
用
の
袋
に
入
れ
れ
ば
湯
煎
す
る
だ
け
で
調

理
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
備
品
が
あ
る
こ
と
、

実
際
に
使
い
方
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
食

事
の
ト
レ
イ
に
は
「
常
に
心
の
準
備
を
！
地
域

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

書
か
れ
た
紙
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。

防
災
訓
練
で
印
象
に

残
っ
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

阿
部
さ
ん
　
A
E
D
自
体
は
目
に
す
る
こ
と
が

増
え
た
も
の
の
、
実
際
に
使
っ
て
い
る
所
を
間
近

で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
良
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

は
、
あ
ん
な
に
強
く
す
る
も
の

な
ん
で
す
ね
。

桐
本
さ
ん
　震
度
5
弱
を
体
験

し
て
、
そ
れ
で
も
す
ご
か
っ
た
。

こ
れ
が
6
・
7
で
あ
れ
ば
ど
れ

だ
け
す
ご
い
か
、
ぞ
っ
と
し
ま

す
ね
。

阿
部
さ
ん
　
訓
練
に
参
加
で
き
て
い
る
人
は
ま

だ
安
心
で
、
心
配
な
の
は
来
ら
れ
て
な
い
人
。

地
域
で
の
見
守
り
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

桐
本
さ
ん
　2
年
に
1
回
、
分
団
を
通
し
て
防

災
に
関
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
回
行
っ

た
の
は
広
島
、
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
防
災
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

「
防
災
力
の
底
上
げ
が
必
要
」
と
語
っ
て
く
れ
た

お
二
人
。「
あ
の
人
は
少
し
足
が
痛
そ
う
だ
な
」

「
あ
の
お
家
は
一
人
暮
ら
し
だ
な
」
と
分
か
る
だ

け
で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
昔
か
ら
、
洪
水
・
地
滑
り
・
土
砂

崩
れ
な
ど
、
度
重

な
る
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
き
た

上
分
地
区
。
だ
か

ら
こ
そ
、
防
災
意

識
と
地
域
の
繋
が

り
の
重
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

防災シリーズ 58 上分編

防災担当 

谷 良人

防災担当者からの
メッセージ

起震車での体験は、災害の恐ろしさを身をもって知ることがで
きます。

みんなで一緒にごはんを食べるだ
けでも、コミュニケーションが取れ
ますね。

防災の現場で活躍している桐本さん・阿部さん。

新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、様々な行事が復活した今年。
無事開催された上分地区の防災訓練から学んだことをお伝えします。
文／株式会社あわわ 小山亜紀

防災訓練や用具の準備だけでなく
大切なのは地域のつながり
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　こんにちは。管理栄養士です。
　秋もすっかり深まって参りました。「実りの秋」とい
う言葉があるとおり、秋は美味しい物がいっぱいで、つ
いつい食べ過ぎてしまいがち。
　気づけばお腹周りはしっかり冬支度…。なんてことに
なっていませんか？
　そうなる前に、食や栄養に関する正しい知識を身につ
けて、健康で実りある毎日を送りましょう！
　今回は、わたしたちが生きていく上で欠かすことの出
来ない「食べること」についてお伝えしていきます。
「食べる」は命の源。私たちのカラダは「食べた物」でできている
ヒトのカラダは約60兆個の細胞で出来ています。
その細胞の素材となるものは、「食べ

る」ことで得られる「栄養素」です。
　細胞は栄養素を使ってエネルギーを作ったり、新しい細胞を作った
りして、生命を維持しています。まさに、「食べる」ことは「生きる」
ことの原点です。
カラダを支える 5大栄養素+ 1！
ヒトのカラダに必要な主な栄養素は『五大栄養素』といわれ、炭水

化物、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラルの 5つ。
カラダの健康を保つためには、そこに『食物繊維』を加えた 6大栄

養素のバランスを整えることが大切です。
栄養素のバランスを整えるための食品の選び方『 4つの食品群』
1 群
　牛乳
　乳製品・卵

細胞の材料となる良質なタンパク質（必須アミノ酸）と脂質、タンパク質の代謝に必要なビタミンやミネ
ラルを一緒に含んでいる食品。体内で効率よく利用できるので、最優先で食べたい食品。

2群
　肉類
　魚介類
　大豆
　大豆製品

良質なタンパク質（必須アミノ酸）と、体内で作られない脂質（必須脂肪酸）を含む食品群。1群との違い
は、ビタミンやミネラルなどの代謝に必要な栄養素をあまり含んでいないため、ヒトの細胞の材料として利
用するには、他の食品群と組み合わせて食べる必要がある。特に青魚には炎症を抑える効果のあるオメガ 3
系脂肪酸が豊富に含まれているため、積極的に食べたい食品。

⬆肉や魚、豆腐を食べても、3群を食べないと体のたんぱく質（細胞）にはなりません。
3群
野菜（緑・淡）
　芋類・果物
　�キノコ・海藻

すべて植物性の食品。他の群で摂った炭水化物やタンパク質、脂質を体内で利用するときに必要なビタミ
ンやミネラル、便の素になる食物繊維を多く含む食品群。これらの栄養素は体内で作ることが出来ないので、
必ず外から摂取する必要がある。
果物の糖は血糖値を上げたり、中性脂肪に変わりやすいため食べ過ぎに注意。

1～ 3群を確保してから 4群の食品をとります。
4群
　穀類・油脂・砂糖
　調味料
　種実類

4群の必要量は人それぞれ違います。
・糖質、脂質はエネルギー源として使われます。
油脂は、1群2群ではとれない必須脂肪酸を含んだ油脂にするのがおススメ。（えごま油やアマニオイルなど）

お問い合わせ・
健康に関するご相談は　神山町健康福祉課予防係　　TEL 676－1114　IP 2004

どうしたらいい？
◯�使っている薬は、医師に必ず全部伝えましょう。
　�薬以外で使っている健康食品やサプリメントがある場合は、その情報も伝えましょう。
◯�かかりつけの医師や薬剤師を持ち、処方されている薬の情報を把握してもらってお
くのが安心です。
◯�処方されている薬がわかるように、一冊にまとめたお薬手帳を持ちましょう。
◯�マイナンバーカードで受診いただくと医師・薬剤師等が過去の診療情報や、お薬の
情報を見ることができ、より正確なデータに基づいた適切な医療が受けられるよう
になります。

　ポリファーマシーとは、「Poly
（多くの）」＋「Pharmacy（調剤）」
を意味し、単に薬剤数が多いこ
とではなく、薬剤が多いことに
より、副作用の出現や副作用に
つながる飲み間違い、残薬の発
生、不要な処方や加療重複投与
などのことをいいます。

ポリファーマシーについてポリファーマシーについて

炭水化物

食物繊維

ミネラル

ビタミン 脂　質

タンパク質

健　康
づくり
シリーズ

vol.146
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○● 65歳以上の方へ ●○

地域包括支援センター TEL�088-676-1185　ＩＰ2031お問い合わせ

　高齢期の健康づくりは、これまでの生活習慣病の予防に加えて、生
活機能の低下を防ぐために介護予防の取り組みが必要となってきます。
　次の「基本チェックリスト」を使ってあなたの生活や健康状態を
チェックしてみてください。

質　問　項　目 回　答 点数

A

1 バスや電車で 1人で外出していますか はい0点 いいえ1点 A

/5

2 日用品の買物をしていますか はい0点 いいえ1点
3 預貯金の出し入れをしていますか はい0点 いいえ1点
4 友人の家を訪ねていますか はい0点 いいえ1点
5 家族や友人の相談にのっていますか はい0点 いいえ1点

B

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか はい0点 いいえ1点 B

/5

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか はい0点 いいえ1点
8 15分位続けて歩いていますか はい0点 いいえ1点
9 この 1年間に転んだことがありますか はい1点 いいえ0点
10 転倒に対する不安は大きいですか はい1点 いいえ0点

C
11 6 ヶ月間で 2～ 3kg以上の体重減少がありましたか はい1点 いいえ0点 C

/2
12
BMI（肥満度）が18.5未満ですか
⇒BMIの求め方は、体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）
※身長はcm（センチ）ではなく、m（メートル）を使います

はい1点 いいえ0点

D
13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか はい1点 いいえ0点 D

/3
14 お茶や汁物等でむせることがありますか はい1点 いいえ0点
15 口の渇きが気になりますか はい1点 いいえ0点

E 16 週に 1回以上は外出していますか はい0点 いいえ1点 E
/217 昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい1点 いいえ0点

F
18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか はい1点 いいえ0点 F

/3
19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか はい0点 いいえ1点
20 今日が何月何日かわからない時がありますか はい1点 いいえ0点

G

21（ここ 2週間）毎日の生活に充実感がない はい1点 いいえ0点 G

/5

22（ここ2週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった はい1点 いいえ0点
23（ここ2週間）以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感じられる はい1点 いいえ0点
24（ここ 2週間）自分が役に立つ人間だと思えない はい1点 いいえ0点
25（ここ 2週間）わけもなく疲れたような感じがする はい1点 いいえ0点

「基本チェックリスト」の結果、①～⑦のいずれかに該当する方は、生活機能等の
低下のおそれがあります。
「基本チェックリスト」のいずれかに該当し、希望される方には、介護予防の取り
組みについてのご紹介をさせていただきますので、地域包括支援センターまでお
問い合わせください。

①Ａ～Ｆの合計が10点以上　　②Ｂの合計が3点以上　　③Ｃの合計が2点　　④Ｄの合計が2点以上
⑤Ｅの16がいいえ ⑥Ｆの合計が 1点以上　　⑦Ｇの合計が 2点以上

介護
予防
シリーズ

vol.88
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国 民

年
だより

金
基礎年金ともいわれ、国民皆年金制度により、20歳以上60歳未満の
すべての人が、加入しなければならない公的年金のこと。
一定額の保険料を納めることにより、老齢、障害、死亡によって、そ
の人や家族の生活が脅かされないように保障する社会保障制度の一つ
です。

国民年金とは 

詳しくは徳島北年金事務所　電話088-655-0200
または住民課年金係　電話088-676-1113（IP2003）までお問い合わせください。

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準額以下の年金受給
者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには、請求書の提出が必要になります。

▪対象となる方
▪老齢基礎年金を受給している方
次の要件をすべて満たしている必要があります。
○65歳以上である
○世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
○年金収入額とその他所得額の合計が約88万円以下である

▪障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
次の要件を満たしている必要があります
○前年の所得額が約472万円以下である

▪請求手続き
① 既に給付金を受給している方

手続きは必要ありません。
＊所得状況により要件を満たさなくなった場合には給付金は支給されません。

　　　　その際は「年金生活者支援給付金額改定通知書」をお送りします。
② 新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方

�お受け取りの対象となる方には、日本年金機構から請求可能なお知らせはがき
（年金生活者支援給付金請求書）が届きます。

　　　＊必要事項を記入のうえ郵便ポスト等に投函していただく必要があります。
③ これから年金を受給される方

�年金の請求手続きと併せて、年金事務所または市区町村で請求手続きをしてく
ださい。

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
日本年金機構や厚生労働省から、口座番号をお聞きしたり、手数料などの金銭を求めること
はありません。

＊年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話してください。
　「年金支援給付金専用ダイヤル」：0570-05-4092（ナビダイヤル）

年金生活者支援給付金の請求手続きについて
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相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
10
／
9（
月
）に
相
続
登
記
セ
ミ
ナ
ー

が
神
山
町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

司
法
書
士
の
前
河
孝
佳
先
生
よ
り
、
相

続
の
基
本
や
令
和
6
年
度
か
ら
相
続
登

記
が
義
務
化
さ
れ
る
話
な
ど
が
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
空
き
家
の
賃
貸
契

約
や
荷
物
の
片
付
け
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
次
回
は
、

1
／
27
（
土
）
と
2
／
4
（
日
）
に
開

催
予
定
で
す
。
詳
細
は
12
月
に
ご
案
内

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
2
0
1
6
年
に
移
住
し
た
佐
藤
光
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　
大
学
で
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
を

専
攻
し
、
新
潟
の
桐
製
品
の
木
工
所
で

1
年
ほ
ど
働
い
て
い
ま
し
た
。
も
の
づ

く
り
の
仕
事
を
す
る
な
か
で
、
も
っ
と

デ
ザ
イ
ン
の
知
識
や
情
報
通
信
の
技
術

を
身
に
つ
け
て
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
た

い
と
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
を
学
ぶ
職
業
訓
練
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
、
人
生
初
め
て
の

引
っ
越
し
で
神
山
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

〈
仕
事
に
つ
い
て
〉

6
ヶ
月
の
職
業
訓
練
を
通
じ
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
制
作
の
基
礎
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
職
業
訓
練
を
運
営
し
て

い
た
町
内
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
企

業
で
、
そ
の
ま
ま
1
年
半
ほ
ど
働
き
ま

し
た
。
会
社
を
退
職
し
た
後
は
、
ま
ち

の
便
利
屋
と
し
て
、
草
刈
り
や
畑
仕

事
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
制
作
な

ど
、
や
れ
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て
い

ま
す
。
畑
仕
事
は
、耕
運
や
堆
肥
ま
き
、

獣
害
対
策
の
網
の
設
置
な
ど
、
力
仕
事

を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
石
積

み
の
修
復
や
町
外
の
土
建
屋
さ
ん
の
手

伝
い
に
も
、
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
が
誰
か
の
手
伝
い

を
す
る
裏
方
に
回
る
こ
と
で
、
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
手
が
と
ど
き
、
そ
の
人
の

活
動
が
後
押
し
さ
れ
る
一
助
と
な
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
暮
ら
し
に
つ
い
て
〉

　
徳
島
は
気
候
が
い
い
こ
と
は
家
族
か

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
身
近
に
神
山

温
泉
が
あ
る
暮
ら
し
も
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。
大
粟
山
で
の
森
づ
く
り
な
ど
、

里
山
暮
ら
し
の
技
術
を
学
べ
る
の
も
新

鮮
で
面
白
く
、
町
内
の
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
手
伝
っ
た
り
す

る
の
も
好
き
で
す
。
ま
た
、
1
人
で
は

捗
ら
な
い
作
業
を
、
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
教
え
合
い
な
が
ら
作
業
し
て
み
る
、

「
も
く
も
く
会
」
と
い
う
企
画
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
草
刈
り
機
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の

整
備
を
し
て
み
た

り
、
自
転
車
の
整

備
を
し
て
み
た
り

し
ま
し
た
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　
今
借
り
て
い
る
家
に
引
っ
越
し
て
2

年
に
な
り
ま
す
が
、
床
に
断
熱
材
を
入

れ
た
り
、
壁
の
す
き
間
を
埋
め
た
り
、

コ
ツ
コ
ツ
と
建
物
に
手
を
入
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
特
に
夏
場
の
湿
気
対
策
が

大
変
で
し
た
の
で
、
冬
の
間
に
改
善
し

た
い
で
す
。
せ
っ
か
く
一
軒
家
を
借
り

て
い
る
の
で
、
生
活
に
合
わ
せ
て
家
を

手
直
し
し
て
い
く
暮
ら
し
が
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

◦
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
◦

お問い合わせ
☎676-1177
IP:�2028

NPO
グリーンバレーの
伊藤・中川が
お届けします。

佐藤　　光　新潟出身
神領中津在住

森づくり作業の様子

新
規
移
住
相
談
件
数

8
月
…
11
件

9
月
…
14
件

－ 空き家から出るモノを再利用 －
「モノストック」オープンデー
11／26（日）9時～12時
12／11（月）9時～12時
神領青井夫・旧国道沿い
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台風対策は万全ですか？
　今年は、例年よりも台風の発生が少ないですが、まだまだ台風シー
ズンが続くことが予想されます。災害を未然に防止し、被害を最小限
に食い止めるには、日頃から防災に関心を持ち、地域の連帯意識を強
め、相互に協力し合って災害に対処することが必要です。

風水害に対する心得
○�窓や雨戸・煙突・看板・塀など十分補強しておきましょう。
○�電灯の引き込み線のたるみ、プロパンガスボンベの固定などに注意
しましょう。

○�崖の近くで住んでいる人は大雨が続くと地盤がゆるみ、崖崩れの危険があるので見回りを行うな
ど十分注意しましょう。
○�川の近くで住んでいる人は、川の水位に注意しましょう。
○�山津波（土石流）、崖崩れなどに注意しましょう。
○�狭い路地、ブロック塀のそばなど、危険な場所にいるときは急いで離れましょう。

非常持ち出し品の準備
○�避難場所での生活に最低限必要な準備をし、また負傷したときに応急手当ができるように準備を
しましょう。
○�非常持ち出し袋などは、いつでも持ち出せる場所に備えておきましょう。

編集後記
　裏表紙でも掲載させていただきますが、広報かみやまが1月号
からリニューアルされ、皆さんのお手元に届きます。職員が聞い
た皆さんの声を反映させながら「町民と役場をつなぐ広報紙」と
いう発刊当初の思いも大切にしながら、読みやすく情報が受け取
りやすい広報紙となるよう現在も議論を重ねています。どのよう
な広報紙になるか楽しみにお待ちいただければ幸いです。�（松田）

広報に関するお問い合わせ
神山町役場総務課
TEL.088-676-1111［IP 2001］
soumu@kamiyama.i-tokushima.jp

https://www.town.kamiyama.lg.jp/
神山町

消防署
だより

【非常持ち出し品の例】

常備薬も忘れずに。

救急用品

5万円程度

現　金

免許証・保険証

通帳など 非常食品

1日分一人 3㍑を目安に。

水
紙製下着も便利です。

衣　類

ウエットティッシュが重宝します。

生活用品

予備の電池も。

ラジオ・懐中電灯

▶電話�088－676－1199
▶IP�2119
▶FAX�088－676－1390

神山消防署への連絡は！
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